
令和２年度河童会

名古屋⼤学体育会⽔泳部
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2020年９月までの活動①
・１⽉
・２⽉
名⼤プール利⽤不可のため、ガイシ、⼝論義での⻑⽔練
JSCA三重冬季（競泳） 、⽯川県短⽔路（競泳）
KCSAウィンターリーグ戦（⽔球）、阪⼤合宿（⽔球）

２⽉２８⽇より、部活動の禁⽌
・３⽉
【棄権】中部春季記録会（競泳）
【中⽌】全国公（⽔球）
・４⽉
【中⽌】津⽥チャンピオンズカップ（競泳）
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2020年９月までの活動②

・５⽉
【中⽌】中部短⽔路記録会（競泳）
【中⽌】名阪戦 （競泳，⽔球）

７⽉１４⽇より練習再開

・６⽉
【中⽌】東海国⽴⼤学選⼿権（競泳）

・８⽉
【中⽌】全国国公⽴⼤学選⼿権（競泳）

・７⽉
【中⽌】中部学⽣選⼿権（競泳、⽔球）

７⽉２８⽇より再び練習禁⽌

・９⽉
【棄権】⽇本学⽣選⼿権⽔球競技（⽔球） ※8⽉29⽇より練習再開予定4



部活動の再開

適用期間：8/29（土）〜 当面の間

＜感染対策＞
・8⼈以下（練習参加者の事前申請）
・1⼈1時間以内
・接触プレーの禁⽌
・会⾷、対⾯ミーティングの禁⽌
・合宿、遠征、対外試合の禁⽌
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自粛期間中に行った活動

・⽔泳部としての活動
感染予防対策、活動⽇程の周知を⽬的とした部員全体ミーティング（ZOOM）
⽔泳部の状況説明（代替わり、活動状況など）のため、ブログの再開

・競泳⾯の活動
個⼈個⼈のトレーニング

ex) Fly⾯の活動
・家でできる筋トレをメンバーで持ち合い、
カウントしながら筋トレをする。（ZOOM）
・筋トレの後のトークタイムにより、メン
バー間のコミュニケーションを保つことがで
きた。

・⽔球⾯の活動
活動がない中での、積極的なブログの稼働。
新⼊⽣を交えて、近況報告なども含めた定期的
な全体ミーティングにより、共通認識を持つと
ともに、親睦を深めた。（ZOOM）
経験者や先輩を中⼼に、教えていただいたドラ
イトレーニングを各⾃続けている。 6



自粛期間中に行った活動

⼥⼦チームの活動
・ドライ
毎⽇、⽇替わりで選⼿がドライメニューを作成し、LINEグループで共有。
メニューの感想や各⾃の近況報告なども共有し合い、コミュニケーション
を図った。

・ミーティング
現段階での⽬標をマネージャー含め、各⾃発表。
練習再開後の⽅針︓定期的に動画で互いの泳ぎを確認。コメントをしあう。
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４回生の引退

理由

・七帝戦をはじめとしたメイン⼤会の延期、中⽌

・今後に向けた新チームの早期始動

これからの活動

・秋以降に開催を検討している、七帝戦のため練習に参加することも
ある
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新しい主将紹介

名前︓篠⽥北⽃（3回⽣）
役職︓主将
通称︓ハットリくん
⽣年⽉⽇︓1998.11.12
学部学科︓⼯学部物理⼯学科
出⾝⾼校︓私⽴愛知⾼校
種⽬︓Br

名古屋⼤学体育会⽔泳部HPより
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2020年10月以降の活動

・１０⽉
名阪戦の延期を予定していたが、⼤学の指⽰により中⽌

・１２⽉
【予定】名南戦
【予定】七⼤戦（競泳）※秋葉⼭プールにて開催で検討中
【予定】七⼤戦（⽔球）※主幹の⼤阪⼤学を中⼼に検討中

・１１⽉
【予定】中部秋季記録会（競泳）

⼤学の予算の都合により、2020年12⽉〜2021年2⽉の間
名⼤プールの利⽤ができないため外部プールの利⽤予定

・１⽉

・２⽉
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チームのこれから

活動再開まで
・チームでの練習は行わず個人で練習

（家での筋トレや市民プールでのスイムなど）

・定期的なミーティングを開催し、チームとしての方針を確認

（zoomなどのオンラインツールを活用）

活動再開後
・保体センターの指示に従いながら、チームでの活動を再開

・競技レベルを通常時まで戻し、各々の目標に取り組む

・部活内でクラスターが発生しないような対策
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チームの目標

競泳
・七帝戦 男女ともに3位

・4月の津田でベスト率100％

水球
・名阪戦優勝

・七帝戦優勝

・インカレ出場
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